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研究成果の概要（和文）：近年高機能自閉症スペクトラム障害（HFASD）児の眼球運動解析が行われており、
HFASDと定型発達（TD）の比較では人の顔や人の動きを見た際に違いがあるとされているが、学校や園の場面を
視覚刺激とした報告はない。
本研究で学校の授業の画面を見た際のASD児とTD児の視線解析の結果、ASD児は教師の指さしの対象や指の領域へ
の視線滞留時間が有意に短かった。このような特徴が、ASD児が授業内容や教師・級友の意図を理解するのを困
難にしていると考えられた。よってどこを見たらよいのかを指導することが集団適応が改善すること、関心領域
への視線滞留時間はASD児の早期発見法となることとの可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Children with autism spectrum disorders (ASD) often refuse to go to school 
because of difficulties in learning in class. We performed gaze behavior analysis of children with 
ASD to understand their difficulties in the classroom.  We compared eye movements of the children 
ASD and those with TD while they performed free viewing of two movies depicting actual classes. We 
defined the regions of interest (ROIs) as the teacher’s face and finger, the cartoon characters and
 geometric figures at which the teacher pointed, and the classroom wall that contained no objects. 
Children with ASD spent less gaze time on the cartoon characters pointed at by the teacher; they 
spent more gaze time on the wall in both classroom scenes. These results suggest that children with 
ASD do not follow the teacher’s instructions in class and persist in gazing at inappropriate visual
 areas such as walls. Thus, they may have difficulties in understanding content in class, leading to
 maladaptation to school.
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１． 研究開始当初の背景 
自閉症スペクトラム障害（ASD）児は、日
常生活で適切な行動が困難で集団不適応に
陥りやすく、それが継続すると精神疾患や反
社会的行動などの重大な二次障害にいたる。
しかし、ASD児の特異な行動がなぜ起きるの
かを評価した研究は少ない。最近、定型発達
(TD)児は顔など社会的に意味のある刺激に
視線を向けるが、ASD児は人の顔を提示した
際に目を見ないことや幾何学模様に強い関
心が見られるなどの特異な視線運動を示す
事が報告されている。しかし学校や園などの
子どもの日常生活場面を題材として際の視
線を解析した研究はまだない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、眼球運動を行動指標として用
いて、高機能 ASD(HFASD)児に学校や園で
の日常生活場面を視覚刺激画面として提示
した際の視線を記録し、TD 児と比較し、
HFASD 児の知覚・運動やそれに基づく認知
過程特性を明らかにすることを目的にして
いる。それによって日常生活でつまずく理由
を理解し、病態に見合った適切なトレーニン
グ法と早期発見法の開発を目指している。 
 
３． 研究の方法 
幼児期から思春期のHFASD児と TD児に
対して、視覚刺激画面（人の顔、学校や園の
活動場面、風景、動物など）を提示した際の
視線の移動を眼球運動計測装置 iView X に
より記録して解析し、比較した。解析内容は、
①視線の移動のパターンによる分析（注視す
る刺激場面の種類や部位、視線の動かし方の
解析）と②数値化（視線の移動パターンの定
量的解析）であった。 
 
４． 研究成果(図 1～3参照) 
 学校や園などの子どもの日常生活を視覚
刺激画面とし、HFASD 児と TD 児との視線を記
録し比較した結果、人の顔の静止画と学校の
授業の場面の動画とを提示した際の視線滞
留時間の解析において、HFASD 児は人の「目」 
を見る時間、教室で教員の「指し示す先」 を
見る時間が短く、何もない壁への視線集中時
間が長かった。このことが、HFASD 児が他者
との会話を理解し集団の中で場面を読むの
を困難にしていると考えられた。 
この結果をもとにして、ソーシャルスキル
トレーニングとして年長児に対しては視覚
刺激画面のどこを見たらよいのかを指導す
ることにより集団適応が改善することが期
待される。また関心領域への視線滞留時間は
就学前のHFASD児の早期発見法となることの
可能性が示唆された。 
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＜図１ 刺激画像と解析部位（ROI）＞ 
 



 
＜図 2 TD 児（上）と ASD 児（下）の視線集
中の比較＞ 
 
 
 

 
＜図３ TD 児（上）と ASD 児（下）の指さす
先、顔、指、壁への視線集中時間の比較＞ 
 


